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 吉森型の相互作用のみでは螺旋磁気構造の右巻きか左巻きの磁区のみを生成するこ

とはエネルギー的に困難であると考えられている。カイラルな結晶構造を有する物質に

おいては、Dzyaloshinskii-Moriya(DM)相互作用によりその縮退が解け、片巻きの螺旋

のみのカイラル螺旋磁気秩序を形成する。また、螺旋の周期は DM 相互作用と交換相

互作用の比で決定されるため、必然的に長周期らせん磁性を形成する。よって、中性子

回折測定では角度分解の問題から基本反射と磁気衛星反射の分離ができず、カイラルら

せん磁性の物質が強磁体と間違って解釈されてしまうケースも存在する。T1/3MS2 (T = 
遷移金属, M = Nb, Ta) はカイラルな結晶構造を持ち、遷移金属を変えることでM = Nb
の場合、T = Ti, Vは常磁性、T = Cr, Mnは強磁性、T = Fe, Coは反強磁性と多彩な磁

性を示す [1, 2]。宮台らは Cr1/3NbS2の小角中性子回折測定を実施し、磁気衛星反射の

分離を行うことで、長周期らせん磁性あることを示した [3]。 
	
 我々は、T1/3MS2の強磁性を示す他の物質においても、同様にカイラルらせん磁気構

造が形成されていると考え、磁化測定・中性子回折測定を実施した。磁気転移点直上に

おける磁化の温度依存性測定ではシャープなピーク構造、磁化の磁場依存性測定ではキ

ンク的な構造を観測し、本物質の磁気転移がカイラルソリトン格子の形成で説明できる

ことが判明した。また、ILL の D1B で実施した粉末中性子回折測定において、長周期

カイラルらせん磁気構造形成に伴う磁気衛星反射の観測に成功した。本公演では、これ

らの実験結果の詳細を報告する。 
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